













































































































































































































































やわ ほんしゃうおそ よる ふけ
和らかに見ゆれ共。其本性ハ恐ろしきもの也。夜などいたく更たるに。男






きしうむろのこほりくまのむらへいぞう むすめりん さい かわらすミ
する者也。紀州牟婁群熊野村平蔵が娘林といふものあり。西院の河原炭
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はら むか ほうとび なに すそ ひきとめ
いの腹をふミて。向ふの方へ飛こせば。何かわしらず。裾をくわて引留た
よくく三 しがい くち きものすそ
り。是をいぶかしく思ひ。能々見れば。死健の口に着物の裾をくわへたり。
りんぢよ ひっ よゆき たちかへ
林女ハ少しもおどろかず。手をかけて引はづし。余ほど行しが又立帰り。










もししゆっけどうとく ぷし ぎゅうもうわざ びだん
とかや。若も出家道徳又ハ武士の事ならバ。道義勇猛の業共美談すべきな


















































































もち いわんよる とふ あしばやゆきすぎ
ふ心持わろし。況や夜一人通らんにハこわく恐ろしくて。足早に行過るハ
つね なら まし つゆ たこくよるひとりたぴぜんご ミつ
常の人の習ひ也。増て女の露しらぬD 他国の夜の一人旅前後に人なき。水






















なにハ き たいかうひでよしこう でう なか こ もっ
0難波記に。太閤秀吉公十三ヶ僚の中に。七人の子を持共。女に心をゆる






























おつ りつふく おいだ たび〈ご しか ふびん
夫とハ立腹して追出さんと思ふ事度々也。かりといへ共子供も不便なり。




















































































⑤『蝦名草子集成 第四十五巻』 （二00九年、花田富二夫・大久保順子・菊池真一 ・柳沢昌紀・湯浅
佳子編、東京堂出版）による。丁数・表裏の注記は省略した。
⑥叢書江戸文庫2r百物語怪談集成』（一九八七年、太刀川清校訂、国書刊行会）による。
⑦叢書江戸文庫 16『仏教説話集成［一］』（一九九O年、西田耕三校訂、図書刊行会）による。以下、
同じ。
⑧『近世仏教説話の研究一一唱導と文芸.I（一九九六年、堤邦彦、翰林書房）第一部第三章I「仏教長
篇説話 r~西院河原口号伝』 宝暦期勧化本における初期怪異小説の援用一一」。
⑨架蔵本による。以下、同じ。
引用に際し、振仮名・踊り字・句読点は底本に従い、旧字・異体字は新字 ・通行の字体に改めた。
また、丁移り・改行は示さなかった。
［付記］
本発表は、平成22年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）研究課題「近世怪異小説における
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怪異否定の研究」の成果の一部である。
＊肘陣要旨
大高洋司氏から作者が想定する『主従心得草j全体の読者はどのような人々かという質問があり、
発表者は、心学書一般のならいとして、多くの読者が想定され、特に限定していないのではないかと
回答した。中嶋隆氏は、本発表で取り上げた心学書の文芸的特徴をどのような点に見出しているかと
質問し、発表者は詳細な検討はまだ十分にしていないが、回答のーっとして説話としての話のおもし
ろさが心学書にはあるのではないかと応答した。山下則子氏から、作中の女性に対する訓戒の背景に
は、女性が活躍し、談義の聴衆にも女性が増えてきたという時代背景が関係しているのではないかと
いう指摘があった。
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